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中鎖塩素化パラフィン類（C=14～17 かつ Cl=4～9）（CAS no. 85535-85-9 他） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

塩素化テトラデカン類（C=14、Cl=4～9）、塩素化ペンタデカン類（C=15、Cl=4～9）、塩素化ヘ

キサデカン類（C=16、Cl=4～9）、塩素化ヘプタデカン類（C=17、Cl=4～9）の 4物質群は、中鎖塩

素化パラフィン類（C=14～17、Cl=4～9）に分類される。これらの物質群については、報告数が限

定的であったこと、炭素数 14～17 の混合物についての試験結果を示した報告がその半数を占めた

ことから、ここでは、中鎖塩素化パラフィン類（C=14～17、Cl=4～9）として、一括して評価する

こととした。 

中鎖塩素化パラフィン類（C=14～17、Cl=4～9）の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動

物試験の報告において、甲状腺組織への作用、サイロキシンへのグルクロン酸抱合の増加による血

中サイロキシン濃度低下作用を示すこと、試験管内試験の報告において、甲状腺ホルモンのトラン

スサイレチンへの結合阻害作用を示すことが示唆された。 

 

(１)甲状腺影響 

⚫ Poon ら(1995)によって、中鎖塩素化パラフィン類(Medium-chain chlorinated paraffin、ICI Canada、

炭素数 14～17、塩素化率 52%) 0.4、3.6、36.2、362.9mg/kg/day (餌中濃度５、50、500、5,000ppm)

を 13 週間混餌投与した雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、

36.2mg/kg/day 以上のばく露群で甲状腺の組織病理学的変化(角状構造の崩壊、濾胞サイズ低下、

上皮細胞厚増加、細胞質液胞化、核の小胞形成)の顕在化、362.9mg/kg/day のばく露群で肝臓中

ビタミン A濃度の低値、肝臓絶対及び相対重量、腎臓相対重量、肝臓中 UDP-グルクロノシル

トランスフェラーゼ比活性の高値が認められた。なお、増加体重、腎臓絶対重量、血清中コレ

ステロール濃度、腎臓中ビタミン A 濃度、肝臓中アミノピリン-N-デメチラーゼ比活性には影

響は認められなかった。 

また、中鎖塩素化パラフィン類(Medium-chain chlorinated paraffin、ICI Canada、炭素数 14～

17、塩素化率 52%) 0.4、4.2、42.2、418.9mg/kg/day (餌中濃度５、50、500、5,000ppm)を 13週

間混餌投与した雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、4.2mg/kg/day 以上

のばく露群で甲状腺の組織病理学的変化(角状構造の崩壊、濾胞サイズ低下、上皮細胞厚増加、

細胞質液胞化、核の小胞形成)の顕在化、42.2mg/kg/day 以上のばく露群で腎臓中ビタミン A濃

度の低値、肝臓相対重量、血清中コレステロール濃度の高値、418.9mg/kg/day のばく露群で肝

臓絶対重量、腎臓相対重量、肝臓中 UDP-グルクロノシルトランスフェラーゼ比活性、肝臓中

アミノピリン-N-デメチラーゼ比活性、腎臓中ビタミン A 濃度の高値が認められた。なお、増

加体重、腎臓絶対重量には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：甲状腺組織への作用 
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⚫ Wyatt ら(1993)によって、中鎖塩素化パラフィン類(Chloparaffin 40G、Dr Wiegand H-J から供与、

炭素数 14～17、塩素化率 40%) 10、50、100、250、500、1,000mg/kg/day を 14日間経口投与し

た雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、100、500、1,000mg/kg/day のば

く露群で肝臓絶対及び相対重量の高値、500mg/kg/day 以上のばく露群で肝臓中パルミトイル

CoA 濃度の高値、1,000mg/kg/day のばく露群で血漿中遊離サイロキシン濃度、血漿中総サイロ

キシン濃度の低値、血漿中甲状腺刺激ホルモン濃度、肝臓ミクロソーム中 UDP-グルクロノシ

ルトランスフェラーゼ比活性(サイロキシンを基質とする)の高値が認められた。なお、増加体

重、血漿中遊離トリヨードサイロニン濃度、血漿中総トリヨードサイロニン濃度には影響は認

められなかった。 

また、中鎖塩素化パラフィン類(Chloparaffin 40G、Dr Wiegand H-J から供与、炭素数 14～17、

塩素化率 40%) 10、50、100、250、500、1,000mg/kg/day を 14 日間経口投与した雄 CD-1 マウ

スへの影響が検討されている。その結果として、500mg/kg/day以上のばく露群で肝臓中パルミ

トイル CoA 濃度の高値、1,000mg/kg/day のばく露群で肝臓絶対及び相対重量の高値が認めら

れた。なお、増加体重には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：サイロキシンへのグルクロン酸抱合の増加による血中サイロキ

シン濃度低下 

 

(２)甲状腺ホルモン作用又は抗甲状腺ホルモン作用 

⚫ Sprengel ら(2021)によって、中鎖塩素化パラフィン類(Medium-chain、chlorinated paraffins、著者

らによる合成、炭素数 16、塩素化率 48.3%、平均分子量 427)１～10,000μM(=427～4,270,000μg/L)

の濃度に 24時間ばく露したヒト骨肉腫細胞U2-OSによるTTR-TR CALUXアッセイ(TTR:トラ

ンスサイレチン、TR:甲状腺ホルモン受容体 β)が検討されている。その結果として、IC50 値

210μM(=89,700μg/L)の濃度でトランスサイレチン(0.058μM)に対するサイロキシン(0.052μM)の

結合阻害が認められた。 

また、中鎖塩素化パラフィン類(Medium-chain、chlorinated paraffins、著者らによる合成、炭

素数 14、塩素化率 50.1%、平均分子量 384)１～10,000μM(=427～4,270,000μg/L)の濃度に 24 時

間ばく露したヒト骨肉腫細胞 U2-OS による TTR-TR CALUX アッセイ(TTR:トランスサイレチ

ン、TR:甲状腺ホルモン受容体 β)が検討されている。その結果として、IC50値 180μM(=69,100μg/L)

の濃度でトランスサイレチン(0.058μM)に対するサイロキシン(0.052μM)の結合阻害が認められ

た。 

想定される作用メカニズム：甲状腺ホルモンのトランスサイレチンへの結合阻害 
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（令和５年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１－２より抜粋） 

 


